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多くが排尿障害をきたすといわれている．  排尿障害は  畜尿障害と尿排出障害に大
別され，特に膀胱内へ十分に尿を貯留できない畜尿障害では，尿が不随意に漏れる
尿失禁を合併する． 本症状は人間の尊厳や経済的負担などに影響を及ぼし， QOL（ Q

















































































人における膀胱内尿量が 150～ 200 mLで尿意が出現することから，初回排尿の検知が
可能であることを示している．その後の排尿においては，排尿量の推定可能性を表
していることから，本システムが特別なセンサ類をオムツ内に内蔵せず，簡便な手
法で排尿検知と排尿量を実現できる足掛かりを示した点に新規性および有用性を認
めると判断した．  
最後に，シート型電極マトリックスを用いた排尿検知と排尿量推定システムにつ
いて審査を行った．本システムの全体構成は櫛型電極シートを用いたシステムを踏
襲しているが，尿の拡散状況に関わらず，精度の良い排尿量の推定を目指している．
84cm 2の銅板で尿の拡散域を模擬した校正実験の結果，櫛型電極のそれと比較して計
測精度の向上が認められている．本システムを用いて，尿吸収パッドを展開して，
模擬尿による送液実験を行い，出力信号と模擬尿量の関係を調べたところ，櫛型電
極シートを用いたシステムと同様の結果が示されている．紙オムツを装着したトル
ソを用いた実験においては， 1回目の排尿が完了した後に排尿検知ができ， 2回目以
降の排尿において排尿量の推定が可能であることが示唆されており，排尿量推定の
実現性が高まったことが明らかとなった．これより，本システムの有効性が示され
ていると判断した．  
本論文が示した結果は，紙オムツの使用が原因となる肌のかぶれ，発疹や褥瘡な
どのトラブルを未然に予防し，被介護者と介護者の両者に対して排尿介護における
負担軽減が見込まれる新しいシステムの提案であり，社会的貢献度が高いと認めら
れる．  
以上のように，紙オムツの外部から排尿の検知と尿量の推定を可能にする静電容
量型電極シートを用いたシステムの構築と，トルソを用いた実験をまとめた本論文
は，新規性を有し，社会的意義が認められ，博士学位論文として価値あるものと認
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める．  
 
